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シンチレータは、不可視な電離放射線を吸収し、吸収したエネルギー量に応じて、多数の紫外・

可視・近赤外光子に変換する蛍光体であり、放射線検出器の主要部材として広く用いられている。

シンチレーション検出器の応用分野は幅広く、空港の手荷物検査器等のセキュリティ、PET や CT

等の医療、石油資源探査などの物理検層、文化物の非破壊検査、高エネルギー物理学などに利用

されている。従来のシンチレータでは、希土類の 5d-4f 遷移に起因する発光を利用したものが多か

ったが、我々は近年、希土類 4f-4f に起因する可視発光のシンチレータ利用を試み、Nd, Ho, Er, Tm 

添加 LuAG (Lu3Al5O12) のシンチレーション特性を評価してきた [1-4]。 これらの大半はパルス波

高値計測が可能であり、シンチレーション検出器として動作する事が分かった。本研究では、Tm 

と Sc を共添加した LuAG シンチレータを開発し、そのシンチレーション特性を評価する。既報

においては、Sc 添加 LuAG が良好なシンチレーション特性を示したこと [5] が、着想の契機で

ある。 

サンプルはフローティングゾーン法にて準備した。発光中心等の添加量は、Tm 0.5%、Tm およ

び Sc 0.5%、Tm 0.5% および Sc 1.0% とした。得られた単結晶は、4 mm × 2 mm 程度の大きさ

の円柱状にカットし、円柱の上下面を研磨し、光物性やシンチレーション特性の評価を行った。 

Fig. 1 には、137Cs からの 線を照射した際のパルス波高値

スペクトルを示す。発光量自体は、参照用の BGO の半分前

後であったが、共添加したサンプルは、Tm 単独添加のサン

プルよりも高い発光量を示し、Sc の微量共添加が効果的であ

るという結果が得られた。これは何らかのエネルギー輸送の

結果ではなく、ガーネットホストに付随する発光の強度が大

きくなったためと考えられる。 
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Fig. 1 137Cs -ray irradiated pulse 

height spectra of samples 

compared with reference BGO. 
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